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ヤマビルが生息する耕作放棄地 50a に牛２頭を 48 日間放牧し、放牧地周辺と

出現数を比較したところ、放牧区は放牧期～放牧終了後１ヶ月、周辺区に比べ

て有意にヤマビル出現数が減少し(p<0.05)した。また、ふ化時期となる８月下旬

～９月中旬の小ビル出現数は、周辺区に比べて放牧区で少なくなり(p<0.05)、牛

の放牧による雑草の減少で出現数を抑制することができた。 
しかし、放牧中の牛に吸血後、周辺部で産卵し、繁殖を助長する可能性があ

るので、周辺部を２ｍ程度の幅で草刈り、または駆除資材を散布し、周辺部へ

の移動を抑制することが重要であると考えられた。 
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人手不足や野生鳥獣被害などにより、耕作され

ずに放置された土地(以下、耕作放棄地という)は、

雑草が繁茂し、中低層部は太陽光が当たりにくく、

湿潤な状態が維持されており、このような環境は、

ヤマビルが好んで生息している葉や石の下、浅い

土中など湿気の多い環境 1)に類似している。 

またヤマビルはシカ、イノシシ等の主に大型野

生動物により伝搬されることから 2)3)4)、これらの

野生動物被害による耕作放棄地は、ヤマビルが伝

搬されやすく、かつ好適な生息環境となりうる。 

一方、耕作放棄地の雑草管理のため、簡易電気

牧柵で囲った耕作放棄地に雌繁殖和牛(以下、牛と

いう)を放牧して雑草を食べさせる管理方法が、滋

賀県、島根県、山口県、鳥取県、群馬県など、西

日本を中心に広がっており効果をあげている。 

そこで本試験ではヤマビルが生息する耕作放棄

地に牛を放牧することによる影響を把握するため、

放牧前、放牧中、放牧後のヤマビル出現数につい

て調査を行った。 

 

材料及び方法 

伊勢原市日向地区の耕作放棄地約 50a を電気牧

柵と既存のシカ柵で囲い、牛２頭を平成 20 年６月

６日～７月 23 日の 48 日間放牧を行った(図１)。 

定点によるヤマビル出現数調査は、放牧開始２

週間前の５月23日～10月 31日まで約１週間隔で

計 24 回実施した。定点は、放牧地周辺に約 20ｍ

間隔で９点(以下、周辺区という)と、そこから放

牧地内 10ｍに９点および放牧地内の中心に６点

(以下、放牧区という)、計 24 点を設置した(図２)。

１点の広さは半径 1.2～1.4ｍ程度で同心円状に

約 4.5ｍ2～6.2ｍ2とした。 

ヤマビルの捕獲方法は、各定点で人がおとりと

なって、５分間にその周辺部より集まってきたヤ

マビルをピンセットで丸型の透明プラスチックケ

ースに定点単位で捕獲し、出現数及びデジタルノ

ギスにより後吸盤径を 0.1mm 単位で測定した。捕

獲したヤマビルは５～８月末までは測定後すぐに

同一定点で解放し、９月以降は捕獲したヤマビル

全個体を回収した。 
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結果及び考察 

放牧地は、放牧開始時に繁茂していた雑草が 48

日後にはほとんど採食され一部は地面が露出し、 

放牧による雑草を減らす効果が認められた(図３)。 

 

 

 

また、06 年度の放牧開始当初から 07 年度と 08

年度と定点写真による雑草繁茂状況を比較すると

草勢は年々衰えているように思われた（図４）。 

 

 
   

08/6/6(３年目) 07/6/7(２年目)

図４ 年度別の放牧当初の雑草繁茂状況（同一地点） 

06/10/10(初年度) 

図３ 放牧開始時と放牧後 42 日目の放牧地（同一地点） 

08/6/6 08/7/17

図１ 放牧中の和牛 図２ 出現数調査の定点位置 
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ヤマビルの出現数と気象条件の関係を調べる

ため、県内各所で計測記録している、神奈川県

農林水産情報センターの気象観測情報データベ

ースより、調査地に隣接する自然環境保全セン

ターの気温、相対湿度、地温および気温と相対

湿度より１ｍ3 に含まれる水蒸気量を示す容積

絶対湿度 g/m3 (以下、絶対湿度という)を算出

し、期別にヤマビル出現数と比較した(表１)。 

放牧期は、各気象条件と出現数に有意な相関

は認められず、放牧後(7-8 月)では、地温と出

現数に有意な負の相関が認められ(P<0.05)、放

牧後(9-10 月)には気温、地温、絶対湿度と正の

相関が認められた(P<0.05)。 

山中ら 5)は、ヤマビルの索餌行動と気温、(相

対)湿度の関係について、気温 10℃以上、湿度

60%以上で索餌行動が開始され、低温下では体が

大きい個体より小さい個体の方が活動的で、高

温下では体の大きさに関係なく、湿度の高い方

が活動的であると報告しており、本調査期間中

の平均気温 22℃(11.3～29.8℃)、湿度 74％(50

～96％)は、ヤマビルの活動適期と考えられた。

特に、放牧後 9-10 月では絶対湿度と出現数に、

高い正の相関(r=0.97 p<0.01)が認められ、湿度

の上昇によりヤマビルが活動的になるという山

中ら 5)の報告と一致した(図５)。 

しかし、放牧期では出現数と相対湿度では、

負の相関傾向は認められ(表１)、牛の放牧がヤ

マビルの活動に影響を与えたと考えられた。 

そこで、牛の放牧による出現数の影響を確認

するため、周辺区と放牧区の出現数を放牧前(５

/23～６/６)、放牧期(６/13～７/19)、放牧後

７・８月(７/26～８/29)、放牧後９月(９/５～

９/26)、放牧後 10 月（10/３～10/31）の５期に

分けて比較すると(図６)、放牧前は周辺区 13.0

±2.3 頭、放牧区 17.0±3.0 頭で放牧区でやや

多い傾向であったが、放牧期では周辺区 7.3±

1.7 頭、放牧区 0.9±0.5 頭で有意に放牧区で、

ヤマビル出現数が少なくなり(P<0.01 )、放牧後

７･８月も周辺区 20.0±3.2 頭、放牧区 4.8 頭±

1.7 頭で有意に少なかった(P<0.01)。 

また、放牧後９月周辺区 23.8±2.8 頭、放牧

区 12.0±2.3 頭、放牧後 10 月周辺区 15.8±2.7

頭、放牧区 7.0±1.5 頭と周辺区に比べて、放牧

区でヤマビル出現数は少ない傾向ではあったが、

有意な差ではなく、本試験では放牧から放牧後

約１ヶ月までは、ヤマビル出現数を減少させる

効果が認められた。 

山中ら 5)は、吸血後の索餌間隔について、早

くて１ヶ月(未産卵)～３ヶ月(産卵)、最も遅い

個体で 15 ヶ月と報告しており、吉葉 6)は、飢餓

試験で吸血後 10 ヶ月間無吸血で生存したと報

告している。 

本試験では、放牧中の牛にヤマビルが吸血し

ているのが確認され、放牧地のヤマビルの消化

管内の血液から牛のＤＮＡも確認されているこ

とから 7)、放牧中の牛への吸血により索餌行動

が一時的に低下し、結果として出現数が低下し

た可能性が示唆された。 

 

 

表１ 気象条件と期別出現数の相関 
 

気温（℃)
相対湿度

(％) 
地温(℃) 

絶対湿度

(g/m3) 

放 牧 期

6- 7月 

22.8 74.8 23.2 17.0 

(-0.10) (-0.43) (-0.41) (-0.31)

放 牧 後

7- 8月 

25.9 73.7 25.9 19.0 

-0.58 (0.70) (-0.84)* (-0.24)

放 牧 後

9-10月 

19.9 72.5 21.2 14.5 

(0.67)* (0.65) (0.68)* (0.97)*

＊:P<0.05              上段：平均値 下段：(相関係数) 

図６ 期別出現数の推移 (頭/日) **:P<0.01

0

10

20

30

5･6月 6･7月 7･8月 9月 10月

放牧前 放牧期 放牧後

周辺区 放牧区

頭/日

**

**

0

20

40

60

80

100

120

5/23 6/13 7/4 7/26 8/15 9/5 9/26 10/17

出
現
数

0

5

10

15

20

25

30

平
均
気
温
・
容
積
絶
対
湿
度

出現数 平均気温（℃) 容積絶対湿度

図５ ヤマビル出現数の推移 (頭/定点)

r=0.97 

r=0.67

放 牧 期 放 牧 後放牧前



 - 22 -

人為的に牛へ吸血させた飼育下のヤマビル

12 個体について、産卵した６頭と未産卵だった

６頭の吸血前の生体重を比較すると(表２)、産

卵個体 319mg、未産卵個体 134mg で有意な差が

認められた(P<0.01)。産卵個体は、最低 194mg

で産卵していることから、200mg 以上のヤマビ

ルを産卵可能体重であると推定した。 

そこで、捕獲したヤマビルのうち、後吸盤径

(ｘ)と生体重(ｙ)を測定した 64 個体から、２次

回帰式を作成し(図７)、この式から調査地で後

吸盤径を測定した 622 個体の推定体重を算出し

て、このうち生体重 200mg 以上を成熟ビル、20mg

以下を小ビル、その中間を中ビルとして分類し、

放牧区、周辺区を期別で比較すると（図８）、 

放牧前は、放牧区と周辺区で成熟、中、小ビル

の出現数はほぼ同様であったが、放牧後９月で

は、放牧区の小ビルが 6.2 頭に対して、周辺区

の小ビルは 20 頭と有意に多く(p<0.05)、この時

期にふ化した小ビルにより出現数が増加したと

考えられた。 

 長岐ら 8)は、ヤマビルの室内試験で吸血～産

卵の日数を初産卵で平均 20.5 日(14～45 日)、

２回目の産卵で平均 47.7 日(34～63 日)で産卵

～ふ化まで平均 33.4 日(21～44 日)と報告して

おり、また山中ら 9)は、５～８月に産卵したヤ

マビルは平均 35 日でふ化したと報告している。 

これらの報告から、吸血～ふ化までに約 50～

70 日と考えられ、本試験で牛を放牧した 6/6～

7/23 から牛の吸血により、ふ化した可能性が高

い期間は 7/26～10/1 と推定され、本試験で小ビ

ルが増加した８月下旬～９月中旬と重なる。 

また、ヤマビルの吸血宿主の同定調査で、放

牧終了後１ヶ月に周辺区で採取したヤマビルか

ら牛のＤＮＡが検出されており 7)、吸血後、一

部のヤマビルが周辺区に移動して、産卵してい

た可能性が示唆された。しかし、放牧地内で吸

血後、産卵した卵は牛の採食により生息環境が

悪化し、ふ化に至らず、結果として放牧区での

小ビルが周辺区より少なくなったと考えられた。 

以上の結果から、放牧地内のヤマビルは、牛

の採食により雑草を減少させることで、ある程

度抑制出来たが、放牧中の牛に吸血後、周辺部

で産卵し繁殖を助長する可能性があるので、ヤ

マビルの吸血探索能力２ｍ程度 10)の幅で周辺

部の草刈り、または駆除資材を散布し、周辺部

への移動を抑制することが重要であると考えら

れた。 

 

表２ 産卵個体の吸血前生体重 
 産  卵 未 産 卵 

供  試  数 ６ ６ 
生体重(mg) 319±117a 134±48b 
範 囲(mg) 194～464 64～212 

図７ 後吸盤径と生体重 

ｙ＝0.0145x2 -0.0371x+0.0309 

(R2=0.984)  ｎ=64 

0

50

100

150

200

250

300

350

0 1 2 3 4 5 6 7

後吸盤径(mm)

生
体
重
（

m
g
）

図８ 期別の出現数(頭/日)
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